
「「「「 が んが んが んが ん 」」」」 のののの 保 障保 障保 障保 障 　　　　 　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫

保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、                       　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ （ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　 ス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ン

ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合 ◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）

初 め て 診 断 確 定 さ れ た と き が ん の 場 合 一 時 金 と し て 　 １ ０ ０ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金 上 皮 内 新 生 物 の 場 合 一 時 金 と し て 　 　 １ ０ 万 円 ３ ５ 歳 ４ ５ 歳 ５ ５ 歳 ６ ５ 歳

入 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 男 性 ３ ， ６ ５ ６ 円 ５ ， ６ ０ ８ 円 ９ ， ３ ６ ０ 円 １ ５ ， １ ９ ０ 円

通 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 女 性 ３ ， ７ ３ ４ 円 ５ ， ２ ７ ４ 円 ６ ， ８ ６ ４ 円   ９ ， ０ ４ ８ 円

手 術 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

放 射 線 治 療 を 受 け た と き 　  　 放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た と き

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た 月 ご と に

１ カ 月 １ ０ 万 円 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付

金金金金

乳 が ん ・ 前 立 腺 が ん の ホ ル モ ン 療 法 の と き

１ カ 月 　 ５ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト

◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。

入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料

払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）

訪 問 面 談 サ ー ビ ス と 専 門 医 紹 介

（ こ の サ ー ビ ス は 、 株 式 会 社 　 法 研 が 提 供 す る サ ー ビ ス で す ）

＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞

ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社

T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2

〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F

＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部

〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル

当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き

コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5

( 2 0 1 1 年 4 月 1 日 現 在 ）

（ す べ て の 保 険 期 間

を 通 じ 通 算 ６ ０ ０ 万 円

ま で ）

＜ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 ＞ の 更 新 後 の 保 険 料 は 更 新 時 の 年 齢 ・

保 険 料 率 に よ っ て 決 ま り ま す 。

A F 0 0 7 - 2 0 1 1 - 0 1 8 6 　 4 月 2 5 日

（ 上 皮 内 新 生 物 は 対 象 外 ）

Ｊ

Ｒ

東

海

に

入

社

さ

れ

た

新

入

社

員

の

皆

さ

ん

、

し

っ

か

り

と

自

分

の

足

で

社

会

人

の

一

歩

を

踏

み

出

さ

れ

た

こ

と

に

心

か

ら

お

喜

び

を

申

し

上

げ

ま

す

。

私

た

ち

国

労

は

、

多

く

の

尊

い

人

命

を

預

か

る

鉄

道

産

業

の

労

働

組

合

と

し

て

、

「

輸

送

の

安

全

」

を

最

大

の

目

標

に

掲

げ

行

動

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

公

共

交

通

機

関

と

し

て

の

「

国

民

の

足

」

を

守

る

た

め

に

頑

張

っ

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

労

働

組

合

は

、

決

し

て

企

業

内

の

自

分

た

ち

の

こ

と

ば

か

り

や

っ

て

い

る

訳

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

安

全

で

安

心

で

き

る

社

会

の

実

現

に

む

け

て

、

原

発

ゼ

ロ

を

目

指

す

運

動

や

、

平

和

憲

法

を

守

る

取

り

組

み

な

ど

も

し

っ

か

り

行

動

し

て

い

ま

す

。

一

人

ひ

と

り

で

は

弱

い

労

働

者

が

、

自

ら

の

生

活

と

権

利

を

守

り

、

生

き

て

い

く

た

め

に

つ

く

っ

た

の

が

労

働

組

合

で

す

。

「

給

料

が

も

っ

と

欲

し

い

、

働

く

時

間

を

も

っ

と

短

く

、

少

し

で

も

長

く

働

き

続

け

る

よ

う

条

件

を

良

く

し

た

い

」

、

こ

う

し

た

素

直

な

労

働

者

の

要

求

を

実

現

す

る

た

め

に

労

働

組

合

は

あ

り

ま

す

。

今

、

会

社

に

は

、

い

く

つ

か

の

複

数

の

労

働

組

合

が

存

在

し

ま

す

。

そ

の

中

で

国

労

と

い

う

労

働

組

合

は

、

常

に

た

た

か

う

精

神

を

忘

れ

る

こ

と

な

く

、

す

べ

て

の

働

く

も

も

の

立

場

で

奮

闘

し

て

き

ま

し

た

。

ど

ん

な

場

合

で

も

、

労

働

組

合

の

加

入

の

自

由

は

保

障

さ

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

ど

こ

の

組

合

に

入

る

か

も

自

由

で

す

。

国

労

と

い

う

組

織

に

要

求

実

現

の

可

能

性

を

求

め

て

、

ぜ

ひ

挑

ん

で

く

だ

さ

い

。

 

国

労

東

海

本

部

は

、

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

も

あ

り

、

是

非

一

度

、

ア

ク

セ

ス

し

て

く

だ

さ

い

。

２０１３年４月３０日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３４１（１）

東東東東海海海海本本本本部部部部ホホホホーーーームムムムペペペペーーーージジジジＵＵＵＵＲＲＲＲＬＬＬＬ hhhhttttttttpppp::::////////wwwwwwwwwwww....kkkkooookkkkuuuurrrroooottttooookkkkaaaaiiii....ccccoooommmm////

国国国国

労労労労

東東東東

海海海海

国国国国 鉄鉄鉄鉄 労労労労 働働働働 組組組組 合合合合

東東東東海海海海エエエエリリリリアアアア本本本本部部部部

東東東東

京京京京

都都都都

港港港港

区区区区

新新新新

橋橋橋橋

５５５５

ーーーー

11115555

ーーーー

５５５５

交交交交

通通通通

ビビビビ

ルルルル

４４４４

階階階階

発発発発

行行行行

責責責責

任任任任

者者者者

渡渡渡渡

邉邉邉邉

良良良良

成成成成

編編編編

集集集集

責責責責

任任任任

者者者者

高高高高

木木木木

宏宏宏宏

Ｊ

Ｒ

東

海

に

入

社

し

た

新

入

社

員

の

皆

さ

ん

に

、

国

労

東

海

本

部

渡

邉

委

員

長

か

ら

入

社

を

祝

っ

て

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

で

す

。

国

労

東

海

本

部

と

３

地

本

（

新

幹

線

・

静

岡

・

名

古

屋

）

の

組

合

員

は

、

新

入

社

員

の

研

修

に

合

わ

せ

、

三

島

駅

前

で

３

回

の

労

働

組

合

の

宣

伝

を

行

い

ま

し

た

。

入入入入

社社社社

おおおお

めめめめ

でででで

とととと

うううう

とととと

もももも

にににに

闘闘闘闘

おおおお

うううう

研

修

セ

ン

タ

ー

と

三

島

駅

を

結

ぶ

歩

道

に

静

岡

地

本

が

作

成

し

た

横

断

幕

『

入

社

お

め

で

と

う

国

鉄

労

働

組

合

』

を

掲

げ

、

新

入

社

員

に

加

入

を

訴

え

る

グ

ッ

ズ

（

メ

モ

帳

）

と

ビ

ラ

・

テ

ッ

シ

ュ

を

セ

ッ

ト

し

配

布

し

ま

し

た

。

４

月

５

日

は

、

静

岡

地

本

を

中

心

に

各

地

本

か

ら

組

合

員

が

参

加

し

ま

し

た

。

配

布

し

な

が

ら

「

入

社

お

め

で

と

う

」

の

声

掛

け

に

対

し

、

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

と

応

え

る

新

入

社

員

は

、

差

し

出

す

ビ

ラ

等

を

気

持

ち

よ

く

受

け

取

り

、

用

意

し

た

ビ

ラ

は

直

ぐ

に

な

く

な

り

ま

し

た

。

４

月

12

日

は

、

新

幹

線

地

本

が

行

動

に

合

わ

せ

「

分

会

組

織

部

長

会

議

」

を

開

催

し

、

そ

の

参

加

者

を

含

め

多

く

の

組

合

員

が

参

加

し

ま

し

た

。

行

動

は

、

４

月

19

日

ま

で

３

回

行

い

ま

し

た

が

12

日

19

日

の

両

日

は

、

ビ

ラ

の

配

布

こ

そ

少

な

か

っ

た

も

の

の

「

入

社

お

め

で

と

う

」

「

研

修

お

疲

れ

様

」

の

声

掛

け

に

、

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

と

応

え

る

新

入

社

員

た

ち

が

多

く

い

ま

し

た

。

今

回

の

宣

伝

行

動

は

、

参

加

し

た

組

合

員

数

は

昨

年

を

上

回

り

、

新

入

社

員

に

国

労

の

存

在

を

大

き

く

ア

ピ

ー

ル

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

三

島

駅

前

で

宣

伝

行

動

新入社員に配布したグッズ

渡邉委員長

新入社員へ宣伝する組合員



国

労

東

海

本

部

は

、

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

や

パ

ワ

ハ

ラ

を

職

場

か

ら

な

く

す

こ

と

を

目

標

に

、

Ｊ

Ｒ

東

海

に

対

し

て

相

談

窓

口

の

設

置

や

管

理

者

教

育

を

し

っ

か

り

行

う

よ

う

求

め

て

き

ま

し

た

。

パ

ワ

ハ

ラ

は

、

80

年

代

以

降

増

え

始

め

た

と

言

わ

れ

、

現

在

ま

で

増

加

傾

向

に

あ

る

こ

と

か

ら

厚

生

労

働

省

は

対

策

の

検

討

を

行

っ

て

き

ま

し

た

。

昨

年

３

月

に

は

、

職

場

の

パ

ワ

ー

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

の

予

防

・

解

決

に

向

け

た

提

言

が

の

取

り

ま

と

め

が

出

さ

れ

ま

し

た

。

提

言

で

は

、

「

い

ま

、

職

場

で

傷

つ

け

ら

れ

て

い

る

人

が

い

る

。

暴

力

、

暴

言

、

脅

迫

や

仲

間

外

し

と

い

っ

た

い

じ

め

行

為

が

行

わ

れ

、

こ

う

し

た

問

題

に

悩

む

職

場

が

増

え

て

い

る

」

、

「

職

場

の

パ

ワ

ー

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

の

性

格

と

し

て

、

上

司

か

ら

部

下

だ

け

で

な

く

、

同

僚

間

や

部

下

か

ら

上

司

に

も

行

わ

れ

る

も

の

」

と

指

摘

し

て

い

ま

す

。

働

く

人

の

誰

も

が

当

事

者

と

な

り

得

る

も

の

で

あ

る

と

し

て

、

「

職

場

の

パ

ワ

ー

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

を

な

く

し

て

い

く

た

め

に

、

企

業

や

労

働

組

合

は

、

（

中

略

）

組

織

の

取

り

組

み

が

形

だ

け

の

も

の

に

な

ら

な

い

よ

う

、

職

場

の

一

人

ひ

と

り

に

も

、

そ

れ

ぞ

れ

の

立

場

か

ら

取

り

組

む

こ

と

を

求

め

た

い

」

と

行

動

を

示

し

ま

し

た

。

今

年

で

84

回

を

迎

え

る

メ

ー

デ

ー

。

と

こ

ろ

で

、

メ

ー

デ

ー

と

言

い

ま

す

が

、

「

Ｍ

ａ

ｙ

Ｄ

ａ

ｙ

」

か

ら

来

た

言

葉

で

す

。

そ

も

そ

も

労

働

者

の

祭

典

と

言

わ

れ

る

メ

ー

デ

ー

に

つ

い

て

考

え

た

い

と

思

い

ま

す

。

メ

ー

デ

ー

の

き

っ

か

け

と

な

っ

た

の

は

、

１

８

８

６

年

５

月

１

日

、

ア

メ

リ

カ

合

衆

国

カ

ナ

ダ

職

能

労

働

組

合

連

盟

（

後

の

ア

メ

リ

カ

労

働

総

同

盟

Ａ

Ｆ

Ｌ

）

が

8

時

間

労

働

制

を

要

求

し

て

行

っ

た

ス

ト

ラ

イ

キ

で

す

。

そ

の

後

も

８

時

間

労

働

制

獲

得

の

た

め

に

闘

う

Ａ

Ｆ

Ｌ

か

ら

第

２

イ

ン

タ

ー

ナ

シ

ョ

ナ

ル

の

創

設

大

会

で

ゼ

ネ

ス

ト

に

合

わ

せ

た

国

際

連

帯

の

デ

モ

要

請

が

な

さ

れ

、

可

決

さ

れ

、

１

８

９

０

年

、

第

１

回

の

国

際

メ

ー

デ

ー

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

日

本

で

は

、

１

９

２

０

年

５

月

２

日

、

上

野

公

園

で

５

千

人

が

参

加

し

た

の

が

最

初

で

す

。

集

会

で

は

「

治

安

警

察

法

17

条

（

ス

ト

ラ

イ

キ

等

の

弾

圧

）

撤

廃

、

失

業

の

防

止

、

最

低

賃

金

制

の

確

立

」

を

決

議

。

８

時

間

労

働

制

、

東

京

市

電

争

議

支

援

、

シ

ベ

リ

ア

即

時

撤

兵

の

動

議

を

可

決

し

ま

し

た

。

そ

の

後

、

メ

ー

デ

ー

は

36

年

の

２

・

26

事

件

で

戒

厳

令

が

敷

か

れ

た

の

を

機

に

禁

止

さ

れ

ま

し

た

が

、

戦

後

の

46

年

に

復

活

。

そ

の

復

活

し

た

第

17

回

メ

ー

デ

ー

に

は

、

皇

居

前

広

場

に

50

万

人

が

集

ま

り

、

「

民

主

人

民

政

府

の

即

時

樹

立

」

「

食

え

る

賃

金

を

」

な

ど

が

決

議

さ

れ

ま

し

た

。

現

在

、

日

本

で

は

、

ナ

シ

ョ

ナ

ル

セ

ン

タ

ー

の

違

い

な

ど

で

統

一

し

た

メ

ー

デ

ー

が

開

催

さ

れ

て

い

ま

せ

ん

が

、

ナ

シ

ョ

ナ

ル

セ

ン

タ

ー

や

労

働

組

合

に

所

属

し

な

い

人

々

が

独

自

に

主

催

す

る

メ

ー

デ

ー

も

開

催

さ

れ

て

い

ま

す

。

今

、

新

た

に

解

雇

自

由

の

法

律

を

作

り

だ

そ

う

と

す

る

動

き

や

憲

法

を

改

悪

し

て

戦

争

の

で

き

る

国

へ

と

変

え

よ

う

と

す

る

動

き

。

国

民

の

暮

ら

し

を

無

視

し

た

Ｔ

Ｐ

Ｐ

参

加

や

原

発

に

固

執

し

た

政

治

。

私

た

ち

働

く

者

の

周

り

に

は

多

く

の

要

求

が

渦

巻

い

て

い

ま

す

。

メ

ー

デ

ー

は

、

こ

の

よ

う

な

要

求

実

現

の

た

め

に

も

労

働

者

に

と

っ

て

重

要

な

も

の

で

す

。

２０１３年４月３０日（毎月15日、30日発行） 国労東海 NO３４１（２）
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東

海

本

部

は

、

パ

ワ

ー

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

の

根

絶

を

目

指

し

て

、

啓

蒙

ポ

ス

タ

ー

を

作

製

し

ま

し

た

。

ポ

ス

タ

ー

は

Ｂ

４

版

、

「

相

談

は

国

労

へ

」

と

し

て

、

電

話

番

号

や

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

の

Ｕ

Ｒ

Ｌ

を

掲

載

し

た

も

の

に

な

っ

て

い

ま

す

。

国

労

は

、

以

前

か

ら

パ

ワ

ハ

ラ

は

、

個

人

の

尊

厳

を

大

き

く

傷

つ

け

、

鬱

病

な

ど

を

発

病

し

、

職

場

環

境

を

悪

化

さ

せ

、

安

全

に

も

大

き

な

影

響

を

及

ぼ

す

。

ま

た

、

本

人

も

家

族

も

企

業

に

と

っ

て

も

大

き

な

痛

手

に

な

る

と

の

事

か

ら

、

根

絶

を

求

め

て

い

ま

す

。

国

労

東

海

本

部

は

、

労

働

組

合

と

し

て

の

ポ

ス

タ

ー

に

よ

る

啓

蒙

活

動

を

行

い

、

社

員

等

か

ら

の

相

談

活

動

窓

口

を

開

設

し

ま

し

た

。

昨年の第83回メーデー


